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及び EDXマッピング(条件 1, 72時間後) 
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助剤を含まない炭化ケイ素(SiC)セラミックスの水熱腐食挙動を評価するために,SiC セラミックスを金属不

純物(Na, Mg, Al, Cr 等)の溶存量が多い水環境と少ない水環境で,300℃, 8.8MPaの条件で 120時間水熱腐食試

験を行った.金属不純物溶存量の多い水環境下では,	SiCセラミックスの表面に Al及び Crからなる酸化物層

が生成した.この酸化物層が SiC セラミックスの水熱腐食に対する保護層として作用していることを明らか

にした. 
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1. 緒言 

	 炭化ケイ素(SiC)セラミックスは現行の軽水炉の燃料被覆管に使用されているジルカロイの代替材料として

注目されている[1].本研究ではホットプレス法と CVD法で作製された焼結助剤を含まない 2種類の SiCセラ

ミックスの水熱腐食挙動を 2つの異なる水環境下で評価した.	

 

2. 実験 

	 ホットプレス法と CVD法で作製された焼結助剤を含まない 2種類の SiCセラミックス(β-SiC)を,金属不純

物溶存量が多い水環境(条件 1)と少ない水環境(条件 2)で,300℃, 8.8MPa の水熱環境下で 120 時間腐食試験を

行った.ICP-MSにより測定した条件 1での 120時間のブランク試験後の水中の金属不純物含有量を表に示す.

水熱腐食試料は 24 時間ごとに取り出し,FE-SEM,EDX,XRD により試料表面の観察と元素分析及び結晶相の

同定を行った.また水熱腐食後の試料を洗浄・乾燥後,質量測定を行った.	

 

3. 結果・考察 

 条件 2で水熱腐食を行った試料の質量変化は一定もしくは減少傾	

向であったのに対し,条件 1で水熱腐食を行った試料では増加傾向にあ

った.SEM 観察から条件 2 の試料ではこれまでの報告通り,粒界か

ら優先的に腐食されていく様子が確認された[2].一方,条件 1 にお

いて試料表面は新たな層で覆われている様子が確認された.条件１

の水熱腐食後の試料表面の SEM 画像と EDX マッピングを図に示

す.	試料表面にAl,Crからなる酸化皮膜が形成されていることがわ

かった.	また条件 1で水熱腐食を行った試料には腐食痕が確認され

なかったことから,この Al,Cr の酸化物層が水熱腐食に対する保護

層として作用していることが明らかになった.	
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元素	 含有量(ppb)	
Mg 
Al 
Cr	

     82.4 
     10.6 
    418   

	 	 表 ブランク試験後の水中の 
	 	 金属不純物(条件 1, 120時間後) 
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